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平
成
23

何
４
月
30

日
発
行 

に
災
害
対
策
本
部
が
設
置

さ
れ
、
続
い
て
１５
時
１５
分

に
富
里
地
区
災
害
対
策
本

部
が
富
里
近
隣
セ
ン
タ
ー

に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
同
本

部
で
は
、
柏
市
防
災
福
祉
Ｋ

‐
Ｎ
ｅ
ｔ
を
利
用
し
、
各
町

【富里地域防災マップ】 東
日
本
大
震
災
に
て
被

災
さ
れ
た
皆
様
に
心
よ
り

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

３
月
１１
日
の
地
震
発
生

後
、
柏
市
で
は
１４
時
１６
分

災

害

対

策

本

部

設

置

災

害

対

策

本

部

設

置

災

害

対

策

本

部

設

置

災

害

対

策

本

部

設

置    

【地震時【地震時【地震時【地震時 10101010 のポイント】のポイント】のポイント】のポイント】    
（東京消防庁「地震に備えて」より） 

①グラッと来たら身の安全①グラッと来たら身の安全①グラッと来たら身の安全①グラッと来たら身の安全    

②すばやい消火、火の始末②すばやい消火、火の始末②すばやい消火、火の始末②すばやい消火、火の始末    

③窓や戸を開け出口を確保③窓や戸を開け出口を確保③窓や戸を開け出口を確保③窓や戸を開け出口を確保    

④落下物あわてて外に飛び出さない④落下物あわてて外に飛び出さない④落下物あわてて外に飛び出さない④落下物あわてて外に飛び出さない    

⑤室⑤室⑤室⑤室内のガラスの破片に気をつけよう内のガラスの破片に気をつけよう内のガラスの破片に気をつけよう内のガラスの破片に気をつけよう    

⑥確かめ合おうわが家の安全、隣の安否⑥確かめ合おうわが家の安全、隣の安否⑥確かめ合おうわが家の安全、隣の安否⑥確かめ合おうわが家の安全、隣の安否    

⑦協力し合って救出・救護⑦協力し合って救出・救護⑦協力し合って救出・救護⑦協力し合って救出・救護    

⑧避難の前に安全確保、電気・ガス⑧避難の前に安全確保、電気・ガス⑧避難の前に安全確保、電気・ガス⑧避難の前に安全確保、電気・ガス    

⑨門や塀には近寄らない⑨門や塀には近寄らない⑨門や塀には近寄らない⑨門や塀には近寄らない    

⑩正しい情報⑩正しい情報⑩正しい情報⑩正しい情報    確かな行動確かな行動確かな行動確かな行動    

防
犯
防
犯
防
犯
防
犯
・・・・
防
災
防
災
防
災
防
災
へ
の
へ
の
へ
の
へ
の
取
組
取
組
取
組
取
組    

富
里
近

隣
セ
ン
タ

ー
と
の
共

催
で
、「
ハ

イ
キ
ン
グ

と
防
災
体

験
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
30

名
が
参

加
し
ま
し
た
。
防
災
体
験
は
、

松
戸
市
の
西
部
防
災
セ
ン
タ

ー
で
地
震
の
揺
れ
の
体
験
、

強
風
や
雨
の
体
験
、
煙
の
中

を
脱
出
す
る
訓
練
な
ど
を
行

い
、
防
災
へ
の
意
識
を
深
め

ま
し
た
。
そ
の
後
の
ハ
イ
キ

ン
グ
は
、
水
戸
徳
川
最
後
の

藩
主
、
徳
川
昭
武
の
別
邸
「
戸

定
邸
」
や
浅
間
神
社
、
坂
川

な
ど
を
巡
り
ま
し
た
。
築
120

余
年
、
後
100

年
は
持
つ
と
い

う
戸
定
邸
の
木
造
建
築
の
重

厚
さ
と
品
格
に
、
皆
さ
ん
は

び
っ
く
り
さ
れ
、「
身
近
な
市

街
地
に
こ
の
様
な
す
ば
ら
し

い
も
の
が
あ
る
と
は
・
・
・
」

と
好
評
で
し
た
。 

【
３３３３
月月月月
15151515

日日日日
】 

震
災
直

後
の
こ
の

日
は
千
葉

県
下
全
域

で
行
わ
れ

て

い

る

富
里
地
域
で
は
防
犯
・
防

災
に
対
し
て
様
々
な
形
で
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。 

【【【【
１１１１
月月月月
29292929

日日日日
】】】】    

豊
町
ふ
る
さ
と
会
館
の
防

災
訓
練
。
起
震
車
を
利
用
し
た

地
震
の
疑
似
体
験
や
、
水
消
火

器
を
使
っ
て
の
初
期
消
火
訓

練
、
消
防
職
員
を
相
手
に
、
緊

急
通
報
訓
練
と
盛
り
だ
く
さ

ん
の
内
容
と
な
り
ま
し
た
。
締

め
く
く
り
に
婦
人
部
の
皆
さ

ん
が
用
意
し
て
く
れ
た
カ
レ

ー
で
非
常
食
ア
ル
フ
ァ
米
を

試
食
し
ま
し
た
。 

【【【【
２２２２
月月月月
９９９９
日日日日
】】】】    

市
庁
舎
に
お
い
て
、
柏
警

察
署
長
並
び
に
柏
市
防
犯
協

会
会
長
（
柏
市
長
）
よ
り
、

空
き
巣
犯
罪
の
な
い
日
が
百

日
間
続
い
た
30

強
の
町
会

や
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
に
、
表
彰

状
と
盾
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

富
里
地
域
か
ら
は
「
栄
町
町

会
」
、
「
緑
ヶ
丘
町
会
」
、
「
豊

町
東
町
会
」
、「
豊
町
西
町
会
」

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。 

【
２２２２
月月月月
20202020

日日日日
】 

会
を
通
じ
て
障
害
者
、
高
齢

者
の
安
否
確
認
依
頼
が
出

さ
れ
、
翌
日
の
１０
時
５
分

に
全
員
無
事
で
あ
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
柏
市

全
体
で
は
３
日
間
で
５
千

人
弱
の
方
々
の
安
否
を
確

認
し
、
福
祉
施
設
等
へ
の

避
難
誘
導
が
行
わ
れ
ま
し

た
。 【Ｋ‐Ｎｅｔとは】【Ｋ‐Ｎｅｔとは】【Ｋ‐Ｎｅｔとは】【Ｋ‐Ｎｅｔとは】    

KASHIWAKASHIWAKASHIWAKASHIWA    NETWORKNETWORKNETWORKNETWORK の略称の略称の略称の略称

で、災害時要援護者と支援で、災害時要援護者と支援で、災害時要援護者と支援で、災害時要援護者と支援

者の登録制度を中核とし者の登録制度を中核とし者の登録制度を中核とし者の登録制度を中核とし

たネットワークの総称でたネットワークの総称でたネットワークの総称でたネットワークの総称で

す。高齢者や障害者など、す。高齢者や障害者など、す。高齢者や障害者など、す。高齢者や障害者など、

災害時に手助けが必要な災害時に手助けが必要な災害時に手助けが必要な災害時に手助けが必要な

方のための制度です。方のための制度です。方のための制度です。方のための制度です。    

「
移
動
交
番
」
が
豊
町
ふ
る

さ
と
会
館
に
や
っ
て
来
ま
し

た
。
お
り
し
も
計
画
停
電
の

最
中
で
、
信
号
機
も
停
止
し

て
い
る
中
、
同
会
館
か
ら
豊

小

学

校

の

通

学

路

を

中
心
に
、
パ

ト

ロ

ー

ル

を

実

施

し

ま
し
た
。 
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永
年
永
年
永
年
永
年
のののの
福
祉
活
動

福
祉
活
動

福
祉
活
動

福
祉
活
動
にににに    

表
彰
状

表
彰
状

表
彰
状

表
彰
状
！！！！ 

平
成
２２
年
１２
月
１１
日

（
土
）
、
ア
ミ
ュ
ゼ
柏
ク
リ
ス

タ
ル
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
第
３７
回 

柏
市
住
民
福
祉

大
会
に
お
い
て
、
永
年
に
亘
る

社
会
福
祉
発
展
へ
の
功
績
に

よ
り
、
富
里
地
区
か
ら
次
の
３

人
の
方
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。 

毎

年

ク

リ
ス
マ
ス

イ
ブ
に
、
介

護
で
頑
張

っ
て
お
ら

介
護
世
帯

介
護
世
帯

介
護
世
帯

介
護
世
帯
へへへへ    

「
愛
の
シ
ク
ラ
メ
ン
」 

れ
る
ご
家
庭
に
「
シ
ク
ラ
メ

ン
鉢
」
を
贈
っ
て
い
ま
す
。 

新
春
を
迎

え

た

１

月

１６
日
（
日
）
、

富
里
近
隣
セ

ン
タ
ー
に
お

い
て
、
第
26

新

春

囲

碁

大

会

新

春

囲

碁

大

会

新

春

囲

碁

大

会

新

春

囲

碁

大

会    

回
新
春
囲
碁
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
朝
か
ら
の
雪
で

開
始
時
間
が
遅
れ
ま
し
た

が
、
片
桐
６
段
（
豊
町
東
）

立
会
人
の
下
、
２０
名
が
５
ブ

ロ
ッ
ク
に
分
れ
、
各
ブ
ロ
ッ

ク
総
当
り
戦
を
行
い
、
各
ブ

ロ
ッ
ク
の
勝
者
が
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
方
式
で
準
決
勝
・
決
勝

を
戦
い
ま
し
た
。 

２
月
１８
日
（
金
）
午
前
、

富
里
近
隣
セ
ン
タ
ー
に
河
野

部
会
長
以
下
３７
名
が
集
合
、

健
康
ス
ポ
ー
ツ
吹
き
矢
を
「
柏

吹
会
」
の
ご
指
導
で
体
験
し
ま

平
成
２２
年
年

１２
月

２４
日

も
、
民
生
委
員
の
皆
様
に
ご
協

力
い
た
だ
き
、
介
護
度
３
～
５

の
方
の
ご
家
庭
、
５６
軒
に
お

届
け
し
ま
し
た
。 

こ
の
シ
ク
ラ
メ
ン
鉢
の
購
入

費
用
は
、
毎
年
３
月
に
開
催
す

る
「
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
」
の
売

上
金
額
の
中
か
ら
積
み
立
て
た

「
福
祉
基
金
」
を
使
用
し
て
い

ま
す
。 

優 勝 加茂三段（富 里）

準優勝 梶 三段（緑ヶ丘） 

３ 位 藤田初段（富 里） 

 

日

帰

日

帰

日

帰

日

帰

りりりり

社

協

研

修

社

協

研

修

社

協

研

修

社

協

研

修    

し
た
。
そ

の
後
、
市

の

バ

ス

内

で

研

修

を

受

け

な

が

ら

柴

又

【豊町東豊町東豊町東豊町東町会】 

１月９日、豊小学
校の校庭で恒例の
「餅つき」と「トビ
の梯子乗り」が行わ

の
料
亭
川
甚
に
移
動
し
、
全
員

で
川
魚
料
理
を
楽
し
み
、
帝
釈

天
な
ど
周
辺
を
散
策
後
、
午
後

４
時
に
富

里
近
隣
セ

ン
タ
ー
に

戻
り
、
解

散
し
ま
し

た
。 

茅
野 

み
つ
子
氏
（
栄
町
） 

水
島 

貞
子
氏
（
栄
町
） 

秋
庭 

康
男
氏
（
緑
ヶ
丘
） 

【
栄
町
町
会
】 

 

 

【通一丁目町会】 
平成 22年 12

月 12日（日）、
朝日会館にて、
町会・通宝会の

【
富
里
町
会
】 

 

【緑ヶ丘町会】  

２
月
２０
日
（
日
）
、

餅
つ
き
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
餅
つ
き

大
会
に
先
立
ち
、
子
供

達
を
ま
じ
え
、
地
震
災

害
に
備
え
た
図
上
訓

練
を
実
施
し
検
討
結

皆様のご協力のもと、子供会お
餅つき大会が開催されました。
たくさんの子供たちが杵と臼を
使って自分たちでお餅をつき、
あんこ・きな粉のほか、抜きた
ての大根を使ったからみ餅、紅
白のお餅などいろいろな味のお
餅をお腹いっぱい食べました。町会町会町会町会だよりだよりだよりだより    

今号では、各町会の年末年始の行

事を。ご紹介します！ 

れました。広い会場ということもあり、町外
からの来場者も増え、今では地域のイベント
化しつつあります。来年はスタッフを増員し

【豊町西町会】 

思い出に残る、
貴重な体験が
できた一日に
なりました。 

 

12

月
６
日
、

恒
例
の
餅
つ

き
大
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

町
会
役
員
、
子

供
会
、
二
中
支

部
、
老
人
会
、

健
康
づ
く
り

平
成

22

年

12

月

23

日

（
木
）
、
恒
例
の
町
会
餅
つ

き
大
会
が
富
里
近
隣
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
子
供
会
の
お
父

様
の
奮
闘
に
加
え
、
町
会

役
員
指
導
の
も
と
小
学
生

達
が
順
番
に
餅
つ
き
を
行

い
、
終
了
後
は
老
人
会
・

子
供
会
の
皆
様
が
交
流
を

深

め

な

が

ら
、
つ
き
た

て
の
お
餅
を

お
腹
い
っ
ぱ

い
食
べ
て
い

ま
し
た
。 

なければと、主催した成年
部の皆さんがこぼしてい
ました。 

年
始
恒
例
の

金
刀
比
羅
神

社
元
旦
祭
を

１
２
月
３
１

日
（
金
）
か

ら
１
月
１
日

（
土
）
に
か

果
を
発
表

後
、
引
き

続
き
餅
つ

き
を
行
い

町
内
の
交

流
を
深
め

ま
し
た
。 

け
て
執
り
行
い
ま
し
た
。 

町
会
集
会
場
一
階
の
神
社

お
社
の
前
で
、
ご
家
庭
の

安
全
・
幸
福
と
町
会
の
隆

盛
と
を
祈
念
し
、
新
年
を

お
祝
い
し
ま
し
た
。 

推
進
委
員
の

皆
さ
ん
の
協

力
で

90

㌔
の

も
ち
米
を
つ

き
あ
げ
ま
し

た
。 


